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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第59期

中間連結会計期間
第60期

中間連結会計期間
第59期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (千円) 9,322,690 9,744,267 19,047,002

経常利益 (千円) 610,127 326,382 1,298,506

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益

(千円) 396,000 319,842 853,651

中間包括利益又は包括利益 (千円) 391,130 370,650 1,014,770

純資産額 (千円) 4,513,399 5,237,235 5,137,039

総資産額 (千円) 10,787,206 11,561,277 11,011,298

１株当たり中間（当期）純利益 (円) 51.25 41.39 110.47

潜在株式調整後１株当たり
中間（当期）純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.8 45.3 46.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 449,430 △201,156 1,168,023

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △248,608 △307,672 △419,293

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △202,336 483,248 △793,048

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

(千円) 1,090,057 1,053,978 1,084,352
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

 
当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資の継続を背景に、景気は緩

やかな回復基調で推移いたしました。一方、物価上昇に伴う個人消費の伸び悩みがみられるほか、中東情勢の緊迫

化等を背景とした資源価格の高騰、物流費や人件費の上昇、為替相場の動向など、先行きは依然として不透明な状

況が続いております。

当社グループを取り巻く環境は、様々な外部環境により先行きが見通しづらい中、原料価格の高騰、輸入仕入価

格の上昇といった厳しい事業環境が続いております。そのような中、高付加価値商品の開発と安定した調達体制の

構築を進めながら、企画、調達、生産、品質管理、物流までを一体で提供できる強みをさらに磨いてまいります。

ＯＥＭ・ＯＤＭ営業を成長の柱として、事業間連携による複合提案力を強化し、お客様の課題解決により深く貢献

してまいります。また研究開発体制の充実や人材育成への投資を通じて、総合支援メーカーとしての価値を高め、

持続的な成長と企業価値向上を目指してまいります。

その結果、当中間連結会計期間の売上高は9,744百万円（前年同期比4.5％増）となりましたが、利益面につきま

しては、営業利益は360百万円（前年同期比41.0％減）、経常利益は326百万円（前年同期比46.5％減）、税効果会

計による法人税等調整額の影響により、親会社株主に帰属する中間純利益は319百万円（前年同期比19.2％減）とな

りました。

 
セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 
（営業促進支援事業）

当セグメントにつきましては、お客様自身の営業を一層促進していただくために、商品や販促品の企画開発か

ら、アセンブリなどの生産支援、配送にいたるまで商品・サービスの提供をする事業であります。

資材や販促品キャンペーンを軸とする販売については、中東情勢の影響による供給不安等を踏まえた先行受注の

確保に努めるとともに、原材料価格や印刷加工賃等の上昇に対する販売価格への転嫁を進めた結果、売上は堅調に

推移し、販促企画案件については新規市場の開拓を継続して推進した結果前年同期を上回りました。ＯＥＭについ

ては、自社工場を活用した雑貨や化粧品等のピロー包装やアセンブリ作業は引き続き好調であったものの、日用雑

貨品の充填等については主力既存先からの案件減少や前年のスポット案件の反動減もあり前年同期を下回りまし

た。また発送代行については、環境の変化による通数や取扱件数は前年同期を下回ったものの、収益認識基準の適

用による売上高の影響が前年同期と比較して減少したことにより、前年同期を上回りました。

利益面につきましては、価格改定を段階的に実施しているものの、市場環境や取引条件等から価格転嫁の浸透に

一定の期間を要したことにより、売上の伸びに比べセグメント利益は微増に留まりました。

その結果、売上高は5,056百万円（前年同期比7.4％増）、セグメント利益は315百万円（前年同期比0.3％増）と

なりました。
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（商品販売事業）

当セグメントにつきましては、100円ショップやドラッグストアなどの小売販売店に向けて、商品を企画提案し、

製造・調達し、提供する事業であります。

100円ショップ向けについては、中東情勢の悪化を背景としてごみ袋・レジ袋といったポリエチレン製品を中心と

した一時的な需要増加に加え、継続的な新商品の提案活動が奏功したことにより前年同期を上回りました。量販店

向けについては、100円ショップ向け同様ポリエチレン製品は安定した売上があり、またごみ袋の大型コンテナ案件

の獲得もあって前年同期を上回りました。

利益面につきましては、売上高は前年同期を上回ったものの、為替の変動や原材料価格等の上昇に伴う商品原価

の増加に対し、生産性向上やコスト削減等の施策を進めているものの、価格改定に時間を要したことで利益率が低

下したことから減少いたしました。

その結果、売上高は4,791百万円(前年同期比2.7％増)、セグメント利益は45百万円(前年同期比84.7％減)となり

ました。

 

財政状態は次のとおりであります。

当中間連結会計期間末の総資産は11,561百万円となり、前連結会計年度末に比べ549百万円増加しました。これは

主に受取手形及び売掛金が減少したものの、電子記録債権や商品及び製品等が増加したことによるものでありま

す。

 
当中間連結会計期間末の負債合計は6,324百万円となり、前連結会計年度末に比べ449百万円増加しました。これ

は主に未払法人税等や長期借入金等が減少したものの、短期借入金等が増加したことによるものであります。

 
当中間連結会計期間末の純資産は5,237百万円となり、前連結会計年度末に比べ100百万円増加しました。これは

主に為替換算調整勘定等が減少したものの、利益剰余金やその他有価証券評価差額金が増加したことによるもので

あります。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ30百万

円減少し、1,053百万円となりました。

 

また、当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は201百万円（前年同期比650百万円減）となりました。これは主に税金等調整前中

間純利益324百万円を計上したものの、棚卸資産の増加額347百万円、未払消費税等の減少額90百万円、法人税等の

支払額325百万円等があったことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は307百万円（前年同期比59百万円減）となりました。これは主に有形固定資産の取

得による支出297百万円等があったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は483百万円（前年同期比685百万円増）となりました。これは主に長期借入金の返

済による支出164百万円、配当金の支払額270百万円等があったものの、短期借入金の純増加額950百万円があったこ

とによるものであります。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
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(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

 

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,850,000 7,850,000
東京証券取引所

（スタンダード市場）
単元株式数は100株であります。

計 7,850,000 7,850,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2026年４月１日～
2026年９月30日

― 7,850,000 ― 715,615 ― 633,015
 

 

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

半期報告書

 6/24



 

(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

芝原 英司 大阪府大阪市住吉区 1,908 24.69

ショーエイ従業員持株会 大阪府大阪市中央区北浜３－６－２２ 256 3.31

楽天証券株式会社共有口 東京都港区南青山２－６－２１ 173 2.24

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 140 1.82

吉岡 裕之 大阪府茨木市 123 1.59

剣持 整 東京都西東京市 107 1.38

キョウエイ株式会社 大阪府富田林市中野町東２－１－７ 77 0.99

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内１－９－１ 74 0.96

岩月 広樹 鹿児島県鹿児島市 73 0.94

有村 芳文 大阪府吹田市 70 0.90

計 － 3,003 38.86
 

（注）１　上記のほか当社所有の自己株式122千株があります。

２　所有株式数は、千株未満を切り捨てております。

３　発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てており

ます。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 

普通株式 122,700
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,227 ―
7,722,700

単元未満株式
普通株式

― ―
4,600

発行済株式総数 7,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,227 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式36株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ショーエイ
コーポレーション

大阪市中央区北浜
三丁目６番22号

122,700 ― 122,700 1.56

計 ― 122,700 ― 122,700 1.56
 

 
　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,084,352 1,053,978

  受取手形及び売掛金 2,558,794 2,418,508

  電子記録債権 566,150 685,448

  商品及び製品 1,727,807 2,091,436

  仕掛品 198,462 231,796

  原材料及び貯蔵品 548,912 487,832

  その他 131,222 136,383

  貸倒引当金 △4,030 △3,286

  流動資産合計 6,811,671 7,102,096

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,548,013 1,538,013

   その他（純額） 1,252,740 1,418,679

   有形固定資産合計 2,800,754 2,956,693

  無形固定資産   

   その他 189,712 172,905

   無形固定資産合計 189,712 172,905

  投資その他の資産   

   その他 1,209,486 1,329,908

   貸倒引当金 △326 △326

   投資その他の資産合計 1,209,160 1,329,582

  固定資産合計 4,199,626 4,459,180

 資産合計 11,011,298 11,561,277

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,096,772 1,175,097

  短期借入金 2,030,000 2,980,000

  1年内返済予定の長期借入金 292,741 222,883

  未払法人税等 343,297 84,307

  未払消費税等 90,645 213

  賞与引当金 119,265 134,058

  その他 432,654 407,895

  流動負債合計 4,405,377 5,004,455
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

 固定負債   

  長期借入金 917,850 810,054

  退職給付に係る負債 46,808 43,012

  長期未払金 137,022 135,931

  その他 367,200 330,588

  固定負債合計 1,468,881 1,319,586

 負債合計 5,874,258 6,324,041

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 715,615 715,615

  資本剰余金 807,752 807,752

  利益剰余金 2,937,942 2,987,330

  自己株式 △56,918 △56,918

  株主資本合計 4,404,392 4,453,780

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 287,071 358,021

  繰延ヘッジ損益 840 △464

  為替換算調整勘定 444,735 425,898

  その他の包括利益累計額合計 732,647 783,455

 純資産合計 5,137,039 5,237,235

負債純資産合計 11,011,298 11,561,277
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 9,322,690 9,744,267

売上原価 7,009,274 7,573,377

売上総利益 2,313,415 2,170,890

販売費及び一般管理費 ※１  1,702,980 ※１  1,810,536

営業利益 610,434 360,354

営業外収益   

 受取利息 421 298

 受取配当金 26,584 6,515

 為替差益 3,599 ―

 資材売却収入 2,715 2,267

 その他 3,577 2,601

 営業外収益合計 36,897 11,682

営業外費用   

 支払利息 31,402 34,623

 為替差損 ― 396

 貸倒引当金繰入額 0 2

 デリバティブ評価損 ― 5,782

 その他 5,802 4,848

 営業外費用合計 37,204 45,654

経常利益 610,127 326,382

特別損失   

 固定資産除却損 13,207 2,052

 特別損失合計 13,207 2,052

税金等調整前中間純利益 596,919 324,329

法人税、住民税及び事業税 205,125 64,644

法人税等調整額 △4,206 △60,157

法人税等合計 200,919 4,487

中間純利益 396,000 319,842

親会社株主に帰属する中間純利益 396,000 319,842
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 396,000 319,842

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 43,068 70,950

 繰延ヘッジ損益 9,582 △1,305

 為替換算調整勘定 △57,520 △18,836

 その他の包括利益合計 △4,869 50,808

中間包括利益 391,130 370,650

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 391,130 370,650
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 596,919 324,329

 減価償却費 112,906 142,893

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △153 △743

 賞与引当金の増減額（△は減少） 18,772 14,947

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △24,288 △3,894

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,998 △3,410

 受取利息及び受取配当金 △27,005 △6,814

 支払利息 31,402 34,623

 固定資産除却損 13,207 2,052

 デリバティブ評価損益（△は益） △2,982 5,782

 売上債権の増減額（△は増加） △46,080 30,550

 棚卸資産の増減額（△は増加） △89,950 △347,007

 仕入債務の増減額（△は減少） △23,171 97,642

 未払消費税等の増減額（△は減少） 5,505 △90,431

 その他 6,075 △47,535

 小計 564,158 152,986

 利息及び配当金の受取額 27,005 6,814

 利息の支払額 △31,738 △35,521

 法人税等の支払額 △109,996 △325,435

 営業活動によるキャッシュ・フロー 449,430 △201,156

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △80,554 △297,048

 無形固定資産の取得による支出 △69,220 △2,895

 投資有価証券の取得による支出 △7,790 △1,554

 差入保証金の差入による支出 △88,301 △60

 差入保証金の回収による収入 2,607 16,986

 資産除去債務の履行による支出 △5,350 △23,100

 投資活動によるキャッシュ・フロー △248,608 △307,672
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 950,000

 長期借入れによる収入 60,000 ―

 長期借入金の返済による支出 △158,316 △164,796

 リース債務の返済による支出 △49,221 △31,364

 配当金の支払額 △154,798 △270,591

 財務活動によるキャッシュ・フロー △202,336 483,248

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,134 △4,792

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △20,649 △30,373

現金及び現金同等物の期首残高 1,110,707 1,084,352

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１  1,090,057 ※１  1,053,978
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【注記事項】

(中間連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

荷造運送費 383,502千円 393,548千円

従業員給与・賞与 519,834千円 519,163千円

賞与引当金繰入額 114,416千円 100,406千円

退職給付費用 1,116千円 13,507千円

貸倒引当金繰入額 18千円 △746千円
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(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

現金及び預金 1,090,057千円 1,053,978千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 1,090,057千円 1,053,978千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月25日
定時株主総会

普通株式 154,545 20.0 2025年３月31日 2025年６月26日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月25日
定時株主総会

普通株式 270,454 35.00 2026年３月31日 2026年６月26日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

（共通支配下の取引等）

（連結子会社の吸収合併）

当社は、2025年12月15日開催の取締役会において、2026年４月１日を効力発生日として当社の完全子会社である

株式会社ファインケメティックスを吸収合併することを決議し、同日付にて合併契約を締結いたしました。

この合併契約に基づき、2026年４月１日付で当社を存続会社とする吸収合併を行いました。

 
（1）合併の目的

当社及び株式会社ファインケメティックスがそれぞれ培ってきた経営資源の集中と効率化を図り、事業体制をよ

り一層強化していくことを目的に、吸収合併することといたしました。

 
（2）取引の概要

①結合当事企業の名称 株式会社ファインケメティックス

②結合当事企業の事業内容
医薬部外品及び化粧品の受託製造、製造販売、輸出入
事業

③企業結合日 2026年４月１日

④企業結合の法的形式
当社を存続会社、株式会社ファインケメティックスを
消滅会社とする吸収合併

⑤結合後企業の名称 株式会社ショーエイコーポレーション
 

 
（3）実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引として

会計処理をしております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
営業促進支援
事業

商品販売
事業

計

売上高     

  外部顧客への売上高 4,706,739 4,615,950 9,322,690 9,322,690

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 48,241 48,241 48,241

計 4,706,739 4,664,191 9,370,931 9,370,931

セグメント利益 314,253 296,181 610,434 610,434
 

(注)報告セグメントの利益の金額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しており差額はありません。

 
 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
営業促進支援
事業

商品販売
事業

計

売上高     

  外部顧客への売上高 5,056,244 4,688,023 9,744,267 9,744,267

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 103,327 103,327 103,327

計 5,056,244 4,791,350 9,847,595 9,847,595

セグメント利益 315,071 45,282 360,354 360,354
 

(注)報告セグメントの利益の金額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しており差額はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント

合計営業促進支援
事業

商品販売
事業

計

販売促進

ＯＥＭ

発送代行

100円ショップ

量販

卸売業者

その他

2,328,831

1,783,614

594,293

―

―

―

―

―

―

―

4,061,001

228,890

89,598

236,460

2,328,831

1,783,614

594,293

4,061,001

228,890

89,598

236,460

2,328,831

1,783,614

594,293

4,061,001

228,890

89,598

236,460

顧客との契約から生じる収益 4,706,739 4,615,950 9,322,690 9,322,690

その他の収益 ― ― ― ―

外部顧客への売上高 4,706,739 4,615,950 9,322,690 9,322,690
 

 
当中間連結会計期間(自　2026年４月１日　至　2026年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント

合計営業促進支援
事業

商品販売
事業

計

販売促進

ＯＥＭ

発送代行

100円ショップ

量販

卸売業者

その他

2,774,506

1,664,275

617,463

―

―

―

―

―

―

―

4,040,116

280,362

92,072

275,471

2,774,506

1,664,275

617,463

4,040,116

280,362

92,072

275,471

2,774,506

1,664,275

617,463

4,040,116

280,362

92,072

275,471

顧客との契約から生じる収益 5,056,244 4,688,023 9,744,267 9,744,267

その他の収益 ― ― ― ―

外部顧客への売上高 5,056,244 4,688,023 9,744,267 9,744,267
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 51円25銭 41円39銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 396,000 319,842

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(千円)

396,000 319,842

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,727,264 7,727,264
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月12日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上  田  美  穂  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 勝  田  陽  史  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショー

エイコーポレーションの2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日

から2026年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーション及び連結子会社の2026

年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任 
　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 
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・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。 

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

 監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以   上  

 

 
 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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